


























































ドは前に位置する語彙を ‘root（根）’，後ろの語彙を ‘termination（接尾辞）’ と呼び，この形式
によって連接される語彙を ‘termination（接尾辞）’，或 ‘Dissyllabic words（二音節語）’ と呼ぶ。
ロプシャイドは，この事実がその後の漢語研究にとって大変重要であると認識し，‘ 住，起，









ロプシャイドは ‘ 惡，為，好 ’ などの字を例に説明し，さらに有気音と無気音，狭母音，普
通韻母，開口音の韻母などの幾つかの韻母とその音長の問題にまで言及している。
3．中国語の複合語の構造に関する分析
ロプシャイドは ‘Compounds（複合語）’ は4種類あると認識している。1つ目は “ 木匠師傅，
千里鏡 ” などの記述的複合語（descriptive）で，2つ目は “ 兄弟，姊妹，婚姻 ” などの説明的
複合語（explanatory）で，3つ目は “查察，應驗，試煉 ” などの同義的複合語（synonymous）で，




分類できるとしている。まず1つ目は “歡喜，往来 ” などの前後を入れ替えられるパターン







助辞假借 ”の3つに分類した8。“虚字 ”は不変化詞あるいは介詞で，“實字 ”は動詞，名詞など，
“助辞假借 ”は輔助の働きをもつ品詞の1分類で，“auxiliary（助動詞）”とも言う。このほか，
ロプシャイドはさらに名詞，形容詞，動詞などの “ 實字 ” についてさらに一歩すすんで “ 活





分類する際には漢語による名称を与えている。“Noun” を “ 名字 ” とし，さらに “Noun” を
“Common Noun（類通名字，括弧内は『小引』で与えられた漢語名称で以下同：筆者注）”






















5．2　Article と Indeﬁ nite Article（冠詞と不定冠詞）
ロプシャイドによると，常用される冠詞には “此，斯，彼，其，那個，這個（広東方言で
は：䏆個，個，箇）” などがあるが，不定冠詞は数字（数詞）の “ 一（yat）” によって表現
される14。これについてロプシャイドは，個別の名詞に常用される類別詞，つまりいわゆる








このほかに，ロプシャイドは広東方言の “我䬷門徒 ”は “ 我的門徒 ”でもあると同時に “我
的門徒們 ” でもあり，名詞そのものが単数も複数も表すことができることを指摘している。
また，数量を明確に示す必要のある場合に，名詞に “等，們，輩，類，曹，齋，儔 ”などが
後置され，そのうち “們，曹，儕，儔 ”は人間を指す語彙にしか後置できないこと，“輩，類 ”
もまた人間を表す語彙に後置されること，“ 輩 ” の前には通常は例えば “ 惡輩 ” のように形












絕，殊，極 ”などの語彙によって表現され，“～得很 ” そして “ 十分多謝你 ”“ 千萬不行 ”といっ








皇帝が使用する第一人称の “朕，予 ” と “ 寡人，寡仁 ”を除いて，一般的には “我，吾，餘，
予，俺，甫， ” などが第一人称を表す。しかし “ 愚弟，學生，門生，晚生，後生 ” などの
語彙は比較的特殊で，一般的には親戚同士や学者の間で用いられる。複数を表す場合は，各
種の呼称に “～們，～等 ”などの形式を用いる15。
第2は “Second Person” で第二人称のこと。一般的な第二人称としては “爾，你，汝，若，如 ”
などがある。第二人称の代替として使用されるものに “尊駕，先生，相公 ”などがある16。
第3は “Personal Pronouns”（原文ママ：上記の第一人称と同じ。）は第三人称のことで，一
般的な第三人称には “ 其，他，伊，渠，佢，之 ” などがあり，そのうち “ 伊，伊等（“ 等 ”
は複数）” は一般的な会話や文学作品の中ではほとんど見られないが，法律文書や布告など
の文書にはよく見られる。このほか “之 ” は目的格としてしか使われない。
第4は “Possessive Pronouns” で所有格の人称代名詞のことであるが，漢語には単独で所有
格を表す形式はない。官話で所有格にあたる表現は “我母親，我國，你阿䙽，我的皇上，厥
德 ”などであり17，所有格に代替する形式としては “家父，父親，家兄，舍弟 ”などがある。
第5は “Demonstrative Pronouns” で指示代名詞である。官話及び書面語では “此，斯，是，茲，




第6は “Relative Pronouns” 関係代名詞であり，これに該当する “所，者 ”には “ 必所思，所
謂善，人所樂，你所欲，佢所倚賴者 ”などの用例がある19。
第7は “Reciprocal Pronouns” で相互の関係を表す代名詞であり，“ 自，己，親，躬，身 ” な
どの語彙が “自己，自家，本身 ”などの用例のように相互の関係を表す。
第8は “Interrogative Pronouns” で疑問代名詞である。官話の疑問代名詞には “ 誰，孰，何，
如何，若何，怎麼，甚麼，什麼，那個 ”などがある20。








10までを解釈する際に “ 兩 ” が通常では口語で “two” を表す語彙であることも明確に指摘し




ロプシャイドは数詞（Ordinal Numbers）と順序（Quotation Numbers）と動量詞（Numeralia 
Iterativa），乗法（Multiplication Numbers），分数（Fractions）などの表現形式を数詞の下位分
類に置いて考察し，それぞれ助数詞と順序を表すものとして “ 第一，第二，第十，第一百，
鹹豐十年，四月，正月初十，卷五 ” を，動量詞として “ 次，回，翻，遭 ” を21，乗法の表現











1日の時間の基本単位を “1日＝12時辰＝96刻 or刮＝1440細微＝86400seconds” のように描い
ている。ここで言う “ 時辰 ” は中国の伝統的な時間単位であり西洋の “2 hours” に相当する。
これに関連して，“ 子 ” の刻から “ 亥 ” の刻までの十二支によって表される中国の伝統的時
間表現と，“Twelve o’clock” を境界とする “Forenoon，Twelve o’clock，Afternoon（上午，正午，





るアスペクト，テンスなどについて分析し，現代漢語の助詞にあたる “ 得 ” の3つの機能に
ついても指摘している。“得 ” の機能の第1は “Auxiliary Verb” つまり補助動詞で，例えば “來
不得，做不得 ” のように可能を表し，第2は “ 惹得滿臉如火 ” のようにいわゆる様態補語を
導く位置におかれて転換を示し，第3は“省，免”との連接である。ロプシャイドはさらに“著 ”
を用いて未完成，完成の時制を表すこと，使役の不変化詞 “ 使，令，俾 ” や “ 致 ” が口語の
会話の中で広く使われていることを指摘している。
またロプシャイドは《小引》の中で英語の動詞の “Tense” を説明する際に，“Tense” は漢語
の “ 時 ” にあたるとする言い方で，これを “present tense（現在）”，“past tense（過去）”，“future 
tense（未来）” の3種類に分けて，さらに “present complete tense（現在完了）”，“past complete 
tense（過去完了）”，“future complete tense（未来完了）” の3種類を加える。また “Tense” は
《Grammar》の中でも6種類に分けられているが，例えば第1は “ 我寫 ” のような “present 
Tense（現在）”，第2は “我將寫 ” のような “1st Future（第一未来）”，第3は “我將曾師徒我 銀 ”




方言の “曾，堯，了，已，已經，過， ，喇，咯，囉，囉 ” と書面語の “畢，已，已經，既，







“ 我見欺騙 ” のような “Passive Voice（受け身文）”は “ 見，受，遭，被，蒙 ”或は介詞の “於，
于，為 ”によって表現され，“Potential Mood（可能）”を表す文は “可愛佢 ” のように “ 可 ” に
よって表現される。“Conditional Mood（仮定）” は “ 如，若，倘，儻，猷，苟 ” によって表現
され，さらには “Optative（願望）”は “ 巴不得，恨不得，願，欲，要 ”によって表現されるが，






おりである。まず第1は場所副詞で “Here” に対して “ 這裡 ”，第2に時間副詞で “Today” に対
して “今日 ”，第3に順序を表す副詞で “First” に対して “ 第一，最先 ”，第4に質と範囲を表
す副詞で “Almost the same” に対して “ 差不多 ”，第5は質と方法を表す副詞で “Especially sent”
に対して “ 特遣 ”，第6は形容詞，副詞の比較変化形で “Equally well” に対して “ 一樣好 ”，第
7は暗喩の副詞で “How beautiful” に対して “美哉 ”，第8は疑問副詞で “How” に対して “如何 ”，
第9は肯定と否定を表す副詞で “Undoubtedly” に対して “ 定然 ”，第10は連接と分離を表す副




ロプシャイドが列挙する“About, round about”にあたる “周圍 ”，“About, nearly”にあたる “大
約，差不多 ”，“Above” にあたる “ 上 ”，“Except” にあたる “ 除，除此之外 ”，“From” にあた












ロプシャイドは，英語の語法に基づいて感嘆詞を，それぞれ “哀哉 ” など “Sorrow（悲哀）”
を表すもの，“䆪䆪 ” など “Joy（歓喜）”を表すもの，“妙哉 ”など “Acclamation（喝采）”を表
すもの，“ 莫怪莫怪 ” など “Admiration（感嘆と称賛）” を表すもの，“ 唏 ” など “Anger and 
Ridicule（憤怒と嘲笑）”を表すもの，“放屁放屁 ” など “Contempt（軽蔑）”を表すもの，“去罷 ”
など “Threatening and Warning（脅迫と警告）”を表すもの，“䆪䆪 ” など “Imitation（擬声）”を
表すものの8つに分類するが，あくまで英語に基づいてそれに該当する用例を挙げているた











この機能を5つに分類する。まず1つ目は語彙を複合する機能であり，“ 出乎德 =Proceeding 
from virtue” などがこれにあたる。2つ目は疑問符号（“ ？ ” にあたるもの：筆者注）に代替
するもので，漢語は書面語であっても標点符号を使わないために23，“乎，耶，諸，與（歟），
哉 ”などの虚字が極めて重要となる，と言う。3つ目は感嘆詞で，例えば “哉，乎，兮，夫 ”
がこれにあたる。4つ目は直敘（敘実）の表現で “ 善者仁也，心不在焉，自然而然 ” がこれ





























2 書名は英華字典 ENGLISH AND CHINESE DICTIONARY WITH THE PUNTI AND MANDARIN 
PRONUNCIATION.で，4部からなり刊年はそれぞれ Part Iが1866年，Part IIが1867年，Part IIIが
1868年，Part IVが1869年である。
3 ロプシャイドの伝記については那須雅之（1995）「ロプシャイト小伝」『愛知大学文学論叢』109号




4 ロプシャイドは《Grammar》の中で，「たとえば英語の “Will you go?” を漢語に翻訳するとしたら，









とバザン（1845）（《Grammaire Mandarine》）は ‘ 北官話 ’ と ‘ 南官話 ’ に分け，エドキンズ（1857）
は “Nanking, Peking, western” に分け，マティア（1892）（『官話類編』）は “Northern, Southern, wesern”
の3種に分けていることを紹介している。また，19世紀の西洋人による官話の認識の変化と継承に
ついては塩山正純（2016）「近代西洋人は ” 官話 ” をどう見てきたか―19世紀の英華・華英字典の
記述を中心に―」『関西大学中国文学会紀要』37号を参照されたい。

















10 沈国威（2005）「大英図書館蔵の “ 英話文法小引 ”Chinese-English Grammar1864」（『16世紀以降西洋
人の中国語学研究の文献に関する調査研究　平成14年度～平成15年度科学研究費補助金（基盤研究
（B）（2））研究成果報告書』所収）の品詞名対照表を参照。
11 この “口 ” は “兩口手槍 ” のように，武器を数える量詞である。
12 この “口 ” は “一口劍 ” のように，鋭利な刃物を数える量詞である。
13 本稿では，資料原文の用例を引用する場合，いずれも原文にもとづいて繁体字を使用する。
14 漢字の注音について，例えばこの “一 ” の［yat］のように，ロプシャイドは基本的に広東方言の発
音によっている。
15 ロプシャイドは官話の用例を示すと同時に，広東方言では “ ” によって複数を表すことを紹介し
ている。
16 ロプシャイドは広東方言の第二人称として “你，你 ” を挙げている。
17 ロプシャイドは広東方言で所有格にあたる表現として “我 檯，我 父親 ” などを挙げる。
18 ロプシャイドによると広東方言で “this，that” に相当する語彙は “呢個，呢 ，個 ，個個 ” などで
ある。
19 ロプシャイドによると広東方言は “幫襯我 係外國人，我所招 人 ”などの形式を使用する。
20 ロプシャイドによると広東方言の疑問代名詞には “乜野，邊的，乜誰，乜 ” などがある。
21 “遭 ” に相当する広東方言の語彙として “邊 ” を挙げている。
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ロプシャイドが教科書に記述した近代漢語
22 11種の英語名称はそれぞれ Adverbs of Place，Adverbs of Time，Adverbs of Number and Order，
Adverbs of Quality and Extension，Adverbs of Quality and Manner，Adverbs of Comparison，Adverbs of 
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